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03/0385 薮降り古志美が岳を険しみと草取りかなわ妹が手を取る (1 ) 
[原文} 薮零古志美我高嶺乎険跡草取可奈和妹手乎取
07/1174 薮降り鹿島の崎を波高み過ぎてや行かむ恋しきものを (2) 
[原文} 薮零鹿鵠之埼乎浪高過雨夜将行恋敷物乎
とほつおふみ
07/1293 薮降り遠江の吾跡)1楊刈れどもまたも生ふといふ吾跡)11楊 (3) 
[原文} 丸雷降遠江吾跡)1楊難苅亦生去余掛川楊
10/2338 薮降り板敢風吹き寒き夜や旗野に今夜我がひとり寝む (4) 
[原文} 薮落板敢風吹寒夜也旗野か今夜吾独篠牟
11/2729 薮降り逮つ大浦に寄する波よしも寄すとも情くあらなくに (5) 
[原文} 薮零逮津大諸か縁浪縦毛依十万憎不有君
















枕詞(原文) 枕詞を受ける句(原文) 出典 参照番号
薮i怒り 古志美が岳を(古志、美我高嶺乎) 万葉集 f03/0385J (1) 
薮降り 鹿島のi崎を (鹿島之埼乎) 万葉集 f07/1174J (2) 
薮降り (丸三雲降) 遠江の (遠江) 万葉集 f07/1293J (3) 
薮降り 板敢風吹き (板敢風吹) 万葉集 f10/2338J (4) 
緩降り 遠つ大浦に (逮i季大浦か) 万葉集 fll/2729J (5) 
緩降り(阿良例布理) 鹿島の神を (1iJ志麻能百I美乎) 万葉集 f20/4370J (6) 
緩降る 香島の国 (番高之国) 常盤臨風土記の呑島郡 (7) 
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